
第１１回ＪＣカップ争奪ドッジボール大会趣意

一.大東市内の子どもたちにスポーツを通じて礼儀を学んでもらいたい。

一.地域の子どもたちが一つのチームになり、学校のクラスの領域を超えた友達を

作っていく事により協調性や礼儀を学べる場を作りたい。

一.スポーツという真剣勝負の中での勝つ喜び、負ける悔しさを実感し、運動する楽しさを

学んで欲しい。

一.ボール一つで気軽に楽しめるドッジボールを通じて青少年の健全育成に役立てたい。

大会要項

１．日 時   平成２７年８月３０日（日） 9：00 ～ 16：30
受 付     8：15 ～  
開 会 式     9：00  ～  

試 合 開 始    9：40  ～
２．会 場    大東市立市民体育館

            住所 大東市寺川 1-20-20 電話 072-871-3201
３．主 催   一般社団法人 大東青年会議所

４．後 援  大東市・大東市教育委員会・大東市こども会育成連絡協議会

         大阪府ドッジボール協会

５．競技方法   （１）試合は予選リーグを経て、トーナメント方式で行う

           （２）予選リーグの組み合わせは、抽選会にて決める

６．競技規則   （１）日本ドッジボール協会公式ルールによる

           （２）予選リーグ・トーナメントは 5 分 1 セットマッチ

              決勝戦のみ 5 分 3 セットマッチ（2 セット先取）

           （３）チーム構成（男女別編成・10 人制）

              ①本大会は 10 人制(ローカルルール)で行なうものとする。

②出場選手はエントリーした１０～１５名までとする。

なお当日変更のある場合は受付時に申し出てください。

もし、未登録の選手が出場した場合は、その試合は不戦

敗とする。

③監督・コーチ・マネージャー各１名とする。退場・失格などでベンチに成人が

いなくなった時点で、そのチームを不完全となったチームとみなし、その試合は

不戦敗とする。また、未登録の人がベンチに入っていった場合においても、その

試合は不戦敗とする。ベンチに入る人が変更になる場合は、選手と同様に受付時

に申し出てください。

（４）競技フロアーに下りることができるのは、選手（控え選手を含む）15 名までと

監督・コーチ・マネージャー各１名の最大 18 名までとし、競技フロアーに下り

る場合は、ゴム底の体育館シューズの着用を義務付ける。



（５）予選リーグでは、勝ち点制を採用して順位を決定する。（勝ちを 2 点・引き分け

を 1 点・負けを 0 点）勝ち点の合計点数が同じ場合は、直接対決の勝者・各試合

終了時の味方内野人数合計が多いほう・各試合終了時の相手内野人数合計の少な

いほうの順で、上位を決定する。それでも決まらない場合は抽選にて決する。各

ブロックの上位 2 チームが決勝トーナメント進出。女子は上位 2 チームが決勝戦

下位 2 チームが 3 位決定戦を行う。

（６）決勝戦では、セットごとに勝敗を決し、最初に 2 セットを先取したチームの勝ち

とする。セット終了時に内野人数が同数の場合は、サドンデスゲーム（セット終

了時のままで、ジャンプボールで再開し、最初にアウトをとったチームの勝ち）

を採用する。（決勝トーナメント）

（７）審判への抗議は一切認めない。

（８）悪質な言動を続けるプレーヤー・ベンチ・応援席などは主審から「退場・失格」

宣言を宣告することがある。

（９）試合球はミカサ製を使用する。

７．出場資格   小学 4 年生・5 年生・6 年生

８．チーム数   男子１３チーム 女子４チーム （男女混合の場合は男子チーム）

９．そ の 他   （１）当日は必ず、責任者および保護者が引率してください。引率者がいない場合は、

棄権とみなします。

（２）天候などの理由により大会スケジュールの変更や大会を中止する場合があります。

   暴風警報・大雨洪水警報・洪水警報のいずれかが当日午前７時に発令されている

場合は中止とさせていただきます。

（３）大会参加にあたっては、選手の健康管理に充分に留意してください。競技中に選

手が負傷した場合、会場にて応急処置をいたしますが、主催者はその後の責任を

負いませんので、あらかじめご了承ください。また、大会会場までの往復中の事

故などについても責任を負いかねますのでご注意ください。

（４）本大会で撮影した写真・映像は大会のポスター・チラシ・プログラム・ＣＭ・Ｖ

ＴＲ・インターネットなどに使用する場合がございますので、あらかじめご了承

ください。

（５）会場へのボール及び危険物の持込を禁止します。

（６）施設内はすべて上履きが必要です。応援の方々も上履きをご持参ください。

   下駄箱には限りがございます。各自で管理頂きます様願います。

（７）本大会では参加者、観覧者全員での清掃を前提として特別に観覧席での食事を認

めていただきました。清掃後、ゴミは必ずチームで責任を持って持ち帰るようお

願いいたします。また子どもたちが走り回ったりすると怪我や体育館内の器物損

壊も考えられますのでご指導の程よろしくお願いいたします。

（８）体育館駐車場は、体育館利用者の様々な方が利用されますので、駐車場利用は

   荷下ろしのみ、とし、駐車利用は大阪産業大学東部キャンパス駐車場（有料）か

周辺のコインパーキングを利用ください。

１０．表 彰   優勝チームおよび上位入賞チームを表彰します。

          最も印象に残った選手にＭＩＰ賞を贈ります。

（男子チームから１人･女子チームから１人）

          マナーが一番よかったチームにベストマナー賞を贈ります。

          （男子１チーム・女子１チーム）



大阪産業大学駐車場有料化について

第１０回大会までお借りしていました大阪産業大学東部キ

ャンパス駐車場ですが、８月３０日は産大のオープンキャン

パスの為、使用できません。

大東市立市民体育館にお願いしたところ、５０台程度まで許

可を頂きましたので出来るだけ乗り合わせて来ていただき、

自転車、バスなどで来場していただきますようによろしくお

願いします。

これに伴いまして、１チーム３台までの制限にさせて頂きま

すので、４台以上になるチームは、周辺の駐車場をご利用く

ださい。

「タイムズ寺川」８：００～１８：００最大６００円７台収

容、「タイムズ阪奈道路」８：００～１８：００最大６００

円１６台収容が周辺にありますので、そちらの利用もお願い

します。

（体の不自由な方のために身障者用の駐車スペースを２台

お借りします）

今大会も子どもたちが頑張って練習の成果を発揮するため、

スムーズに進めて行こうと思っておりますので、みなさんの

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

    Ｌｅｔ’ｓ Ｅｎｊｏｙ ドッジボール！



    今大会のケガの予防対策、対応について

今年は各チームで試合前の十分なストレッチ、手首、指などのテーピング、

熱中症の対策、そして毎試合終了後の監督、コーチ、保護者での子どもたちの

ケガや顔色の確認をそれぞれお願い致します。

こちらでも看護師を配置しておりますが、軽い出血、突き指などの応急処置

だけの対応となります。負傷したと思った時は、決して無理をさせず、我慢

させずに早急に対応して頂くようお願いします。

私たち青年会議所メンバーも子どもたちの事を見守り、素晴らしい大会にした

いと心から思っておりますが、スポーツにケガは付き物ということもあります

ので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

   Ｌｅｔ’ｓ Ｅｎｊｏｙ ドッジボール！



2015年度出場チーム

男子 女子

1 アイスファイター ＳＡＮＧＡあーるず☆

2 太子田風神 北条シスターズ☆

3 太子田雷神 西諸福 女子

4 東諸福ブルーウェーブ 新田子ども会 Ｂチーム

5 レスターズ

6 イエローファイターズ

7 新田子ども会 Ａチーム

8 野崎第一こども会

9 北条フェニックス

10 川中新町子ども会

11 西諸福 男子Ａ

12 西諸福 男子Ｂ

13 大野子ども会

14

15

16

順不同



(1) チーム

1チームは10名以上15名以内です。試合は10名対10名で行います。（ローカルルール）

(2) コート

コートの大きさは下の図の通りです。

(3) 元外野

元外野は1名以上9名以下でその中でチームで自由に選べます。元外野も相手の内野の選手をアウトにしなければ自分の内野に戻れません

(4) ジャンプボール

試合はジャンプボールで始まります。ジャンパーへの内野からの第１投の攻撃は禁止です。

(5) 抗議・アピール

試合中審判に抗議はできません。

(6) 攻撃とアウト・セーフ

相手のノーバウンドの投球を取れなかったり、当てられた場合にアウトになります。

一回のノーバウンドの投球で2名以上あたった場合は、最初の1名がアウトになります。

顔や頭にボールが当たった場合はセーフです(ヘッドアタック)。

1度味方に当たったボールを、ノーバウンドで取った場合は、その当たった選手はセーフです。

相手が投球したときにファールがあった場合、当たってもセーフです。

(7) 内野同士・外野同士のパス禁止

味方の内野同士・外野同士のパスは禁止です。

(8) 内外野への移動

試合中の内外野への移動はコートの外を通らなければいけません。

このルール抜粋は、J.D.B.A.ルールブックからゲームを楽しむために必要な最小限のルールをわかりやすく説明したものです。
正式な大会をおこなう場合や審判をおこなう場合には日本ドッジボール協会発行のルールブック（及びテキストブック）をごらんください

小学生・中学生女子(内野10m×10m)

公式ルール抜粋



(9) ボールデットとボールの支配権

試合中、コート（内外野）の外にボールが出た時、ボールデットとなります。

ボールデットになった時、そのボールは

最後にさわったのが内野の選手の場合相手の内野ボールになります。

最後にさわったのが外野の選手の場合、ファールがなければ自分の外野ボールになります（ワンタッチ）。

ただし、外野が投げたボールが直接ボールデットになった場合は、相手の内野ボールとなります。

(10) 外野からのプレー再開

(11) 内野復帰の放棄

外野の選手が相手のアウトにしても次の場合は自分の内野に帰れません。

アウトを取ってから、外野の中でボールにさわったとき。

アウト取ってから、すぐに自分の内野に帰らなかったとき。

(12) ファールとボールの支配権

オーバーライン

ボールを投げるときラインを踏んではいけません（2歩目も）。相手の内野ボールとなります。

ボールを取るときラインを踏んではいけません。相手の内野または外野ボールとなります。

ホールディング

相手のコートに転がっているボールをかき寄せてはいけません（空中はＯＫ）。

ボールのあったところのボールとなります。

キープ・フォー・ファイブ（＝5秒ルール）

ボールを取ってから5秒以内に投げなければいけません。相手の内野ボールとなります。

タッチ・ザ・ボディ

試合中、わざと相手の選手にふれてはいけません。相手の内野または外野ボールとなります。

ダブルパス

内野同士・外野同士のパスは禁止です。相手の内野ボールとなります。

ヘッドアタック

相手の頭や顔を攻撃してはいけません。相手の内野ボールとなります。

ファイブパス

パスは4回まで、5回目には攻撃しなければいけません。相手の内野ボールとなります。

ワンタッチなどで外野の外からボールを取ってプレーを再会するときは、１度外野の中に入ってボールを頭の上に上げてからプレーの
再開となります（外野の外から助走をつけて投げるのは禁止です）。



第１１回ＪＣカップ争奪ドッジボール大会

男子６チーム×１ブロック　７チーム×１ブロック

ブロックA

1 北条フェニックス 2 レスターズ 3 大野子ども会 4 東諸福子ども会 5 太子田 風神 6 西諸福子ども会B

1 北条フェニックス

2 レスターズ

3 大野子ども会

4 東諸福子ども会

5 太子田 風神

6 西諸福子ども会B

ブロックB

7 野崎ウルトラキッズ 8 西諸福子ども会A 9 イエローファイターズ 10 川中新町子ども会 11 新町子ども会A 12 太子田 雷神 13 アイスファイター

7 野崎ウルトラキッズ

8 西諸福子ども会A

9 イエローファイターズ

10 川中新町子ども会

11 新町子ども会A

12 太子田 雷神

13 アイスファイター

女子4チーム×１ブロック

ブロックAL

1 新町子ども会B 2 北条シスターズ☆ 3 西諸福子ども会女子 4 SANGAあーるず☆

1 新町子ども会B

2 北条シスターズ☆

3 西諸福子ども会女子

4 SANGAあーるず☆


